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火消しの心意気
町を守る消防団員が

堂々の行進を見せました
はつうま
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▲ 堂々の分列行進を見せる団員

▲ 三浦町長による観閲 ▲ 消防車両30台の分列行進 ▲ 勇壮なまとい振りを披露▲各分団員の機敏な動作で機械器具点検が行われました

初
午
行
事

　
　

決
意
新
た
に

初
午
行
事

　
　

決
意
新
た
に

は
つ
う
ま

　
五
戸
町
消
防
団
（
川
h

七
保
団
長
）
の
初
午
行
事

が
３
月
７
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
早
朝
、
浅
田
地
区
で
行

わ
れ
た
火
災
防
御
訓
練
は

「
地
震
に
よ
り
消
火
栓
な

ど
が
使
え
な
い
状
況
で
の

建
物
の
火
災
」
と
い
う
想

定
。
団
員
ら
が
機
敏
な
動

作
で
次
々
と
ホ
ー
ス
を
連

結
し
、
水
路
か
ら
水
を
吸

い
上
げ
、
ポ
ン
プ
車
十
数

台
を
中
継
し
て
標
的
に
放

水
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
心
街
に
場

所
を
移
し
て
三
浦
正
名
町

長
に
よ
る
観
閲
を
受
け
、

勇
壮
な
ま
と
い
振
り
や
消

防
車
両
30
台
、
団
員
５
０

０
人
に
よ
る
力
強
い
分
列

行
進
を
披
露
し
士
気
の
高

さ
を
示
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
町
図
書
館
敷
地

内
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
川
h
団
長
と
三
浦
町

長
が
訓
示
。
永
年
勤
続
退

団
者
や
功
労
者
ら
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

●
一
般
火
災
協
力
者
感
謝
状

小
林
　
浩
昭
　
　
三
浦
　
元
枝

戸
賀
沢
明
彦
　
　
柳
沢
　
一
範

中
里
　
政
道
　
　
保
土
沢
　
孝

●
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

・
勤
続
30
年
以
上
　

　
荒
屋
敷
　
裕
一

・
勤
続
25
年
以
上

　
三
浦
　
広
美
　
　
松
橋
　
勇
一

・
勤
続
20
年
以
上

　
中
里
　
光
明
　
　
土
嶺
　
正
道

●
分
団
競
技
会
表
彰

（
最
優
秀
分
団
）

　
第
７
分
団
　
　
　
第
12
分
団

　
第
18
分
団
　
　
　
倉
石
１
分
団

●
ラ
ッ
パ
隊
功
労
者
表
彰

　
佐
々
木
衛
寿
　
　
小
渡
　
健
二

●
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付

　
東
北
三
吉
工
業
株
式
会
社

　
佐
々
木
建
設
有
限
会
社
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安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
サ
ー
ト
in 

五
戸

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
サ
ー
ト
in 

五
戸

オリジナルの缶バッジ作りに熱中する児童

聴衆を魅了した県警音楽隊

記
録
を
達
成
し
県
警
本
部
長
か
ら
表
彰
を

受
け
る
三
浦
町
長
と
三
浦
則
子
副
会
長

　
町
で
は
「
子
ど
も
あ
そ
び
の
広

場
―
土
曜
ハ
ン
ズ
デ
ー
」
を
２
月

20
日
、
五
戸
小
学
校
で
開
き
、
児

童
ら
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
広
場
で
は
、
声
か
け
で
地
域
の

子
ど
も
を
見
守
る
活
動
を
し
て
い

る
「
五
戸
町
ブ
ロ
ッ
ク
声
か
け
リ

ー
ダ
ー
（
命
を
大
切
に
す
る
心
を

育
む
県
運
運
動
）」
の
三
浦
マ
サ

子
さ
ん
が
「
家
庭
内
で
も
朝
晩
の

あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
し
て
親
子

の
ふ
れ
あ
い
や
絆
を
深
め
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
江
渡
ま
き
さ
ん
が
朗
読
す
る

「
３
つ
の
あ
り
が
と
う
」
の
紙
芝

居
に
児
童
ら
は
熱
心
に
見
入
り
、

命
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
ほ
か
、
自

分
の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て

缶
バ
ッ
ジ
作
り
に
励
み
ま
し
た
。

　
町
立
公
民
館
で
２
月
25
日
、「
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
か
れ
、
町
民
約
３
０
０

人
が
県
警
音
楽
隊
の
奏
で
る
美
し

い
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
カ
ラ
ー
ガ

ー
ド
隊
の
華
や
か
な
演
技
も
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
刑
事
ド
ラ
マ
の
テ

ー
マ
曲
な
ど
計
８
曲
を
披
露
。

　
ま
た
、
県
警
職
員
で
組
織
す
る

「
さ
ぎ
カ
モ
隊
」
は
、
振
り
込
め
詐

欺
を
題
材
に
し
た
寸
劇
を
披
露
。

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
、
役
者
顔
負

け
の
演
技
で
「
振
り
込
め
詐
欺
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
」
と
町
民

に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

　
９
０
０
日
を
達
成

　
こ
の
ほ
ど
、
五
戸
町
が
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
９
０
０
日
を
達
成
し
、

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
会
長
・

三
浦
正
名
町
長
）
と
町
交
通
安
全

母
の
会
（
三
浦
智
子
会
長
）
が
、

県
警
察
本
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感

謝
状
と
表
彰
状
の
贈
呈
を
受
け
ま

し
た
。

　
町
で
は
、
平
成
19
年
８
月
27
日

以
降
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
は
な

く
、
今
年
２
月
12
日
で
同
記
録
の

達
成
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
サ
ー
ト
in 

五
戸

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
サ
ー
ト
in 

五
戸

  

　
こ
の
ほ
ど
、
平
成
21
年
度
木
村

秀
政
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
、
五

戸
、
川
内
、
倉
石
中
学
校
お
よ
び

五
戸
高
等
学
校
の
生
徒
６
人
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
町
名
誉
町
民
の
故
木
村
秀

政
博
士
（
元
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

は
、
戦
後
初
の
国
産
旅
客
機
Ｙ

Ｓ
―
11
誕
生
に
貢
献
し
、
日
本
航

空
界
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
ま
し

た
。
当
町
の
教
育
振
興
に
も
尽
力

し
、
そ
の
人
柄
に
よ
っ
て
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
木
村
博
士
の
「
夢
の

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
精
神
」

を
永
遠
に
生
か
そ
う
と
昭
和
62
年

に
創
立
さ
れ
、
学
業
優
秀
で
模
範

的
な
生
徒
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成21年度木村秀政賞受賞者（敬称略）

三　浦　千　明
（五戸高３年）

盛　田　　　烈
（五戸高３年）

小　田　修　輔
（倉石中３年）

佐々木　太　地
（川内中３年）

角　濱　美寿々
（五戸中３年）

三　浦　大　照
（五戸中３年）

さ　さ　き た い　ちかど はま み　ず　ずみ　    うら だい　   しょう

み うら ち あきもり た たけしお だ しゅう すけ

大
空
に
羽
ば
た
け
!!

三
浦
君
ら
６
人
に
木
村
秀
政
賞

紙
芝
居
な
ど
で
命
の
大
切
さ
学
ぶ
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対　象　地　区
字菖蒲川下平、
菖蒲川下谷地、
中菖蒲川

図１

図２

図３

字二階平、新田窪、
竹原、中道十文字

字川原町、
沢、舘、
川原町西裏

下水道ができたからと
いって、何でも下水道
に流してよいわけでは
ありません。

◆水洗トイレにはトイ
レットペーパー以外
のものは流さないよ
うにしましょう。

◆台所では、野菜くず
や残飯を流さないよ
うにしましょう。

◆公共ますに土砂や木
片、ビニール類を捨
てないようにしま
しょう。

凡
　
例

下水道供用
開始区域・
受益者負担
金賦課区域

　
五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
21
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

 

受
益
者
と
は

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 
受
益
者
負
担
金
と
は

　
下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
利
用
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と

い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
方
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
方
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
方
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　
負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な
く
、
土

地
の
面
積
１
㎡
当
た
り

４
０
０
円
を
乗
じ
て
算

出
し
ま
す
。
賦
課
は
そ

の
土
地
に
対
し
て
一
度

限
り
で
す
。
５
年
に
分

割
し
、
さ
ら
に
１
年
を

２
期
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
内
の

家
庭
・
事
業
所
な
ど
に

は
、
台
所
や
浴
室
、
洗

濯
な
ど
の
汚
水
を
直
接

公
共
下
水
道
へ
流
す
た

め
の
排
水
設
備
を
１
年

以
内
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
ト

イ
レ
は
３
年
以
内
に
公

共
下
水
道
に
接
続
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
排
水
設
備
工
事

は
町
が
指
定
し
た
「
指

定
工
事
店
」
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

５
ペ
ー
ジ
の
指
定
工
事

店
一
覧
表
を
参
考
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

公共下水道・浄化槽で住みよい環境を ●

　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れ

の大きな原因になっています。町では、生活排水対策に積極的に参加し

てもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。
問　役場建設課　‡６２－２１１１

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

下
水
道
へ
の
接
続

図３ 図１

図２

菖蒲川下平

菖蒲川下谷地

中菖蒲川
中菖蒲川

新田窪

竹　原

中道十文字

二階平

川原町西裏

沢

舘

川原町 ※これだけは守ってください
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工
事
着
工
前
に

へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知※

設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⑥
銀
行
口
座
振
込

③
実
績
報
告
書
の
提
出

④
補
助
金
確
定
通
知

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

建
築
確
認
申
請
を
伴
う
場
合
は
役
場
建
設
課
、

そ
の
ほ
か
の
場
合
は
八
戸
環
境
管
理
事
務
所
　

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

対　象　地　区
字菖蒲川下平、
菖蒲川下谷地、
中菖蒲川

図１

図２

図３

字二階平、新田窪、
竹原、中道十文字

字川原町、
沢、舘、
川原町西裏

下水道ができたからと
いって、何でも下水道
に流してよいわけでは
ありません。

◆水洗トイレにはトイ
レットペーパー以外
のものは流さないよ
うにしましょう。

◆台所では、野菜くず
や残飯を流さないよ
うにしましょう。

◆公共ますに土砂や木
片、ビニール類を捨
て な い よ う に し ま
しょう。

浄
化
槽
設
置
の
届
出

補

助

金

申

請

工

事

の

着

工

工

事

の

完

了

補

助

金

請

求

補

助

金

交

付

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
済
み
区
域

を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

　
一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

　
浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
申
請
の
受
付
期
間

　
平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
１
月
31
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽

工
事
業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
役
場

建
設
課
（
上
下
水
道
班
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凡
　
例

下水道供用
開始区域・
受益者負担
金賦課区域

五
戸
町

㈲
カ
ネ
タ
ケ

㈱
川
村
土
木

㈲
小
泉
商
会

佐
々
木
建
設
㈲

㈱
沢
田
建
設

㈱
東
北
産
業

3
鳥
金
商
店

㈱
新
井
山
建
設

㈲
日
興
防
水

㈲
野
村
組

村
越
住
設

㈱
山
耕

ル
イ
ケ
設
備

㈲
類
家
建
設

62 

― 

５
２
２
５

㈱
大
山
建
工

68 

― 

３
３
５
３

㈱
大
西
工
務
店

62 

― 

３
４
５
４

㈱
大
西
組

62 

― 

２
２
６
１

オ
ー
タ

62 

― 

５
０
３
３

㈱
大
久
保
建
設

62 

― 

５
０
７
６

62 

― 

２
５
４
３

㈱
野
村
緑
産

62 

― 

６
０
０
３

67 

― 

２
２
２
２

68 

― 

２
２
８
９

68 

― 

３
１
１
１

61 

― 

１
１
０
０

62 

― 

２
１
７
１

68 
― 

３
０
０
０

62 
― 
３
０
７
１

61 
― 
０
２
８
２

62 

― 

４
４
９
８

62 

― 

５
１
０
１

68 

― 

２
３
３
４

68 

― 

２
２
３
１

八
戸
市

㈱
葵
工
業

青
葉
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈲

㈲
赤
坂
シ
ス
テ
ム

ア
ク
ア
設
備
㈱

㈱
朝
日
設
備

㈲
栄
清
工
業

㈲
オ
ト
キ
タ
設
備

坂
本
建
設
工
業
㈱

㈱
三
久
工
業

㈲
三
貞
　
八
戸
支
店

㈲
城
下
住
設

㈱
清
掃
セ
ン
タ
ー

㈲
創
水
舎

㈱
平
設
備

西
浦
水
道
建
設
工
業
㈱

㈲
日
建
設
備

㈲
八
戸
水
洗
サ
ー
ビ
ス

㈲
八
戸
水
道
工
業
所

㈲
日
計
設
備

㈲
北
桜
水
道
建
設

㈱
ホ
ー
ム
ク
リ
エ

㈱
壬
生
設
備

㈱
若
本
設
備
工
業

そ
の
他
の
市
町
村

石
亀
燃
料
㈱

㈱
上
坂
水
道
工
業

㈲
県
南
設
備
工
業

㈱
南
部
シ
ス
テ
ム

㈲
浪
岡
設
備
工
業
所

㈲
豊
水
興
業

桜
田
設
備
工
業
㈱

㈲
三
共
設
備
工
業

㈲
サ
ン
セ
ツ
工
業

白
浜
水
道
㈱

㈲
田
中
水
道
工
業
所

東
北
水
道
設
備
工
業
㈱

十
和
田
営
業
所

十
和
田
水
道
設
備
㈱

㈲
西
舘
設
備
工
業

㈲
日
研
設
備

㈱
松
本
工
務
店

㈱
三
浦
設
備
工
業

㈱
宮
本
農
機

㈱
村
下
建
設
工
業

㈲
村
中
水
道
設
備

㈲
吉
田
設
備

22 

― 

５
１
６
７

45 

― 

８
８
８
９

43 

― 

５
１
５
５

44 

― 

６
０
６
５

31 

― 

２
８
８
０

82 

― 

２
１
０
６

41 

― 

２
３
８
２

71 

― 

８
６
６
８

96 

― 

４
８
８
１

㈱
三
興
水
道
サ
ー
ビ
ス

32 

― 

１
３
７
０

㈲
八
戸
管
工
業

43 

― 

３
９
４
８

０
１
７
９ 

― 

22 

― 

２
２
１
８

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

１
２
０
５

０
１
７
６ 

― 

22 

― 

６
２
０
４

28 

― 

８
０
４
０

43 

― 

３
０
２
４

44 

― 

６
９
５
４

東
復
建
設
㈱

中
村
設
備

88 

― 

５
６
４
３

43 

― 

２
３
５
３

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

３
８
８
９

小
坂
建
設
工
業
㈱

78 

― 

３
３
２
２

０
１
７
６ 

― 

56 

― 

５
３
０
７

０
１
７
９ 

― 

22 

― 

３
１
４
１

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

７
１
６
４

０
１
７
６ 

― 

53 

― 

５
９
５
３

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

１
０
４
２

０
１
７
６ 
― 

23 

― 

０
０
０
２

０
１
７
６ 
― 
57 
― 

４
３
５
５

０
１
７
６ 

― 
55 
― 
４
７
５
２

76 

― 

２
６
２
３

０
１
７
６ 

― 

23 

― 
５
３
９
８

75 

― 

１
０
２
４

78 

― 

３
３
１
１

０
１
７
６ 

― 

72 

― 

２
６
５
２

サ
ン
ケ
ン
設
備
㈱

０
１
７
６ 

― 

51 

― 

０
０
２
３

カ
シ
マ
興
業

０
１
７ 

― 

７
６
６ 

― 

８
８
９
９

三
興
電
気
工
業
㈱

０
１
７
５ 

― 

64 

― 

６
８
３
１

㈲
松
本
水
道

０
１
７
５ 

― 

52 

― 

２
３
７
５

山
樹
産
業
㈱

０
１
７ 

― 

７
７
７ 

― 

９
３
３
３

㈲
十
和
田
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

０
４
２
４

０
１
７
６ 

― 

55 

― 

２
５
１
６

52 

― 

２
６
８
８

43 

― 

４
７
２
６

27 

― 

４
２
５
５

72 

― 

１
５
０
０

28 

― 

９
２
７
５

73 

― 

１
７
５
０

35 

― 

４
８
３
０

71 

― 

２
５
０
０

27 

― 

６
３
３
３

23 

― 

５
０
２
３

46 

― 

０
１
５
０

43 

― 

１
８
２
９

22 

― 

９
９
４
４

30 

― 

１
０
９
２

役 場 建 設 課

　
五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
21
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

 

受
益
者
と
は

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

受
益
者
負
担
金
と
は

　
下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
利
用
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と

い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
方
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
方
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
方
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　
負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な
く
、
土

地
の
面
積
１
㎡
当
た
り

４
０
０
円
を
乗
じ
て
算

出
し
ま
す
。
賦
課
は
そ

の
土
地
に
対
し
て
一
度

限
り
で
す
。
５
年
に
分

割
し
、
さ
ら
に
１
年
を

２
期
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
内
の

家
庭
・
事
業
所
な
ど
に

は
、
台
所
や
浴
室
、
洗

濯
な
ど
の
汚
水
を
直
接

公
共
下
水
道
へ
流
す
た

め
の
排
水
設
備
を
１
年

以
内
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
ト

イ
レ
は
３
年
以
内
に
公

共
下
水
道
に
接
続
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
排
水
設
備
工
事

は
町
が
指
定
し
た
「
指

定
工
事
店
」
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

５
ペ
ー
ジ
の
指
定
工
事

店
一
覧
表
を
参
考
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

公共下水道・浄化槽で住みよい環境を ●

　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れ

の大きな原因になっています。町では、生活排水対策に積極的に参加し

てもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。
問　役場建設課　‡６２－２１１１

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

住

宅

延

べ

面

積

人
槽
区
分

補
助
上
限
額

１
３
０
㎡
未
満

５
人
槽
相
当

18
万
６
千
円

１
３
０
㎡
以
上

７
人
槽
相
当

21
万
９
千
円

台
所
お
よ
び
浴
室
が
２
か
所
以
上（
２
世
帯
）

10
人
槽
相
当

27
万
６
千
円

下
水
道
へ
の
接
続

五戸町下水道排水設備指定工事店一覧表
中
水
設
備
工
業
㈲

96 

― 

５
４
１
４

図３ 図１

図２

菖蒲川下平

菖蒲川下谷地

中菖蒲川
中菖蒲川

新田窪

竹　原

中道十文字

二階平

川原町西裏

沢

舘

川原町 ※これだけは守ってください



y

　２月21日、町内のマーチングバンド「タ
ーンバック」主催のコンサートが開かれ、
管楽器や打楽器、カラーガードによるステ
ージで大勢の観客を魅了しました。今回は
切谷内小、南小マーチングバンド、五戸小
合唱団なども出演し、多彩なジャンルの演
奏を繰り広げました。

　このほど町立公民館の郷土学習教室とし
て「五戸駄菓子作り教室」が５回にわたっ
て行われ、参加した町民2 0名が郷土の
伝統の味を学びました。参加者は、講師の
三浦雅一さんの指導で「薯蕷（じょうよ）
まんじゅう」「温泉まんじゅう」などの
和菓子作りに挑戦。手作りの懐かしいおや
つを味わいました。

　このほど公民館講座「男の料理教室」が
行われました。教室には講師として山部修
さんを迎え、町内の男性８人が参加。「刺
身としても食べられる海鮮しゃぶ」「マイ
タケご飯」などの料理に挑戦した参加者か
らは「ぜひまた参加したい」「参加して仲
間・ネットワーク作りに役立った」などの
声が聞かれました。�    

　２月19日、五戸町子育てメイト連絡協議
会（金澤和子会長）主催のひな祭り会が行
われました。就学・入園前の子どもを持つ
お母さんたちに子育ての情報交換と友達を
つくる場を提供する目的で開催しています。
参加した親子は、歌やひな人形作りなどで
楽しいひとときを過ごしました。
【写真 大きなカブごっこに参加するメイトと幼児】

　五戸警察署
と防犯指導
隊、防犯婦人
部などの防犯
関係団体はこ
のほど、町内
の金融機関前
で街頭活動を
行いました。
活動は、まけ
る市や年金支
給日などに行
っているもの

で、メンバーは利用者にチラシや反射材を
配布しながら振り込め詐欺に遭わないよう
呼び掛けました。

　このほど
町商店街な
どで二日間
にわたって、
恒例の「ま
ける市」が
開かれまし
た。新町、
上大町、中
央の各商店
会ではもち
つきを行い、
それぞれに
設けた「い

どばた休憩所」では甘酒や豚汁などが
振る舞われ、大勢の買い物客でにぎわいま
した。� 

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
競
演
　
観
客
を
魅
了

●
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

商
店
街
に
活
気
！
　
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う

●
ま
け
る
市

懐
か
し
い
手
作
り
お
や
つ
作
り
に
挑
戦

●
五
戸
駄
菓
子
作
り
教
室

簡
単
料
理
で
家
庭
サ
ー
ビ
ス

●
男
の
料
理
教
室

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！！
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
防
犯
指
導
隊
ら
が
ま
け
る
市
で
街
頭
活
動

就
学
・
入
園
前
の
親
子
が
集
い
、
ひ
な
祭
り
楽
し
む

●
子
育
て
メ
イ
ト
の
ひ
な
祭
り

“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！

フォト
■町内の出来事や、頑張っている�
　皆さんを紹介するコーナーです。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
の
た
め
、
休
日
、
祭
日
お
よ
び
診
療

時
間
外
に
救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ー
ン
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
発
熱
・
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
４
月
）

●２月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

13,642
（13,768）
12,645
（12,743）
43,380
（44,610）
29,445
（30,980）

12,362
（12,347）
12,215
（12,197）

13,282
（13,464）

14,316
（14,787）

17,752
（17,228）

12,428
（12,064）

11,405
（11,460）
12, 20
（12, 30）

12,303
（12,327）

15,148
（16,476）
12, 20
（12,466）

12,329
（12,426）
12,342

（12,036）
14,909

（14,277）
12,586

（12,537）

12,568
（12,710）
12,360
（12,050）
16,949
（16,625）
12,350
（12,070）

11,617
（11,557）
11,362

（12,646）
19,898

（19,970）
14,955

（15,970）

11,722
（12,732）

12,373
（12,270）

18,114
（18,188）

13,759
（13,685）

皮膚科
12,206

（12,189）
12,350

（12,070）
12,342

（12,519）
12,350

（12,070）

118,508
（118,884）

113,940
（114,119）

102,808
（104,680）

144,455
（146,766）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11657
（11695）

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

小
雀
鳴
く
母
窓
際
に
長
く
立
つ

隣
越
し
回
覧
板
が
遠
く
な
り
ぬ

青
い
鳥
み
ん
な
に
幸
せ
わ
け
て
い
る

剪
定
で
高
値
夢
み
る
り
ん
ご
園

草
取
り
と
除
雪
で
庭
は
休
ま
せ
ず

〈
俳
句
〉

思
ふ
事
今
日
も
果
た
せ
ぬ
春
の
宵

〈
短
歌
〉

老
人
ク
ラ
ブ
四
十
周
年
演
芸
発
表

唄
や
踊
り
に
ぼ
け
を
忘
る
ゝ

寒
さ
耐
え
軒
下
の
芽
を
そ
っ
と
撫
で

福
寿
草
如
し
強
く
生
き
た
い

狭
庭
に
寒
波
を
除
け
て
咲
く
福
寿
草

早
春
一
番
の
黄
色
が
目
だ
つ

巣
立
ち
ゆ
く
孫
を
見
送
り
頼
母
し
く

幸
あ
れ
と
平
和
を
願
う

ふ
か
ぶ
か
と
積
も
れ
る
雪
の
地
の
中
の

長
芋
の
上
に
支
柱
が
並
ぶ

　

田
中
舘
a
則
　（
ひ
ば
り
野
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

　佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

根
市
　
ミ
ヤ
　（
　
　
　
）　

若
松
　
忠
雄
　（
　
　
　
）　

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

科
　
長

副
院
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

岡
本
　
一
雄

田
口
　
　
順

副
医
長

濱
舘
　
貴
徳

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

高
舘
　
達
之

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

（
弘
前
大
学
）

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　金
曜
日

　
６
日
・
20
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　第
１
・
３
金
・
土
曜
日

　金
・
土
曜
日

（
医
療
技
術
局
長
）

非
常
勤

（
岩
手
医
科
大
学
）

毎
週
土
曜
日
（
完
全
予
約
制
）

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

非
常
勤

（
八
戸
市
民
病
院
）

診
　
療
　
科

は　

 

る

こ
が
ら

た
の
も

え

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

155

上
市
川

中
　
区

古
街
道

長
　
根

中
　
道

十
文
字



後 期 高 齢 者 医 療 制 度 加 入 の 皆 様 へ

i

保険料率保険料率

世 帯 の 所 得 額 の 合 計
３３万円以下の方 ７割軽減→８.５割軽減

９割軽減

５割軽減
２割軽減

軽 減 割 合

うち、世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」が、年金収入８０万円以下で他
の所得がない世帯の方（給与収入等がある場合でも、控除後の所得が０円である場合）

３３万円＋｛２４．５千円×同世帯の被保険者数の人数（被保険者である世帯主を除く）｝以下の方
３３万円＋（３５万円×同世帯の被保険者数の人数）以下

所得割率

均等割額

改定後

４０，５１４円

　７．４１％

① 後期高齢者医療制度について
　国は多くの国民の意見を踏まえ、後期高齢者医療制度を平成２５年３月で廃止し、４月から新たな
医療制度へ移行するとしています。現在、高齢者・関係団体・有識者の方々で構成される「高齢者医療
制度改革会議」で具体的な検討を進めています。

② 青森県後期高齢者医療保険料について
　青森県後期高齢者医療広域連合では現行制度が廃止するまでの間、高齢者の方々に不安や混乱を生じ
させることのないよう、可能な限り保険料の増加を抑制し、サービス水準の維持・充実を第一義として、
平成２２・２３年度の後期高齢者医療保険料率を次のとおり定めました。

④ 後期高齢者医療保険料の軽減措置について
　平成２２年度の保険料の軽減措置については、平成２１年度と同様に、以下のとおり継続となります。
☆均等割額の軽減

　世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の総所得金額等の合計所得額により、
以下の軽減が受けられます

☆所得割額の軽減
　所得割額を負担する方のうち、総所得金額等から基礎控除額３３万円を差し引いた後の所得が５８万
円以下（年金収入で１５３万円から２１１万円まで）の方は、所得割額を５割軽減します。

☆被用者保険の被扶養者であった方に対する軽減
　後期高齢者医療制度に加入する直前までサラリーマンの夫やお子さんに扶養されていた方は、均等
割額が９割軽減され、所得割額の負担はありません。

⑤ 保健事業（健康診査）の実施について
　被保険者の健康の保持増進のため、事業実施主体を広域連合とし、市町村に委託して健康診査事業を
実施しています。自己負担はありませんので受診を希望する方は、役場 福祉保健課（ＴＥＬ 62－2111　内
線132～135）までお問い合わせください。なお、平成２２年度は、これまで健康診査の対象から除外さ
れていました生活習慣病の治療者の方についても受診の対象となります。

⑥ 保険料の納め忘れ等について
　保険料を納めることができない特別の事情がないにもかかわらず保険料を滞納すると、有効期間の
短い短期被保険者証が交付されたり、保険証を返還してもらい、被保険者資格証明書（医療機関等の
窓口で、医療費の全額を一時的に負担していただくことになります。）が交付される場合があります。
改めてお手元の納付書をご確認の上、保険料の納め忘れがありましたら早急に納付するようお願い
します。

③ 後期高齢者医療保険料の求め方について

結果として、平成２２・２３年度の後期高齢者医療保険
料率は、平成２０・２１年度と同様となっております。

保険料
（上限50万円）

均等割額［被保険者全員が納める額］

40,514円

所得割額［所得に応じて納める額］

（前年の総所得金額等－33万円）×7.41％＝ ＋

※後期高齢者医療制度について分からないこと、困ったことがありましたら下記までお問い合わせください。
問 青森県後期高齢者医療広域連合　TEL017－721－3821　　問  五戸町役場 住民課 国保班　TEL62－2111（内線115～117）



o

三浦町長に受賞を報告する三浦会長㊧

賞状とトロフィーを披露する佐藤風花
部長（前列左から２番目）と部員ら

上市川小学校に設置された風力・ソーラー兼用型発電街路灯

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
21
年

度
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り
上
市

川
団
地
内
公
園
３
基
、
上
市
川
小

学
校
１
基
、
川
内
保
育
園
１
基
、

計
５
基
の
街
路
灯
を
整
備
し
ま
し

た
。

　
同
事
業
で
は
、
上
市
川
団
地
住

民
と
そ
の
周
辺
の
小
学
校
や
保
育

園
な
ど
の
防
犯
上
の
安
全
確
保
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
が
、
風
力
・

ソ
ー
ラ
ー
兼
用
型
発
電
に
よ
る
発

電
量
表
示
器
も
備
え
て
い
る
た

め
、
児
童
、
園
児
ら
の
環
境
に
対

す
る
関
心
と
理
解
の
向
上
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

最
優
秀
賞
を
受
賞

五
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

五
戸
小
金
管
バ
ン
ド
部

全
国
大
会
で
快
挙
！！

五
戸
小
金
管
バ
ン
ド
部

全
国
大
会
で
快
挙
！！

五
戸
小
金
管
バ
ン
ド
部

全
国
大
会
で
快
挙
！！

宝
く
じ
助
成
事
業
で

街
路
灯
を
整
備

宝
く
じ
助
成
事
業
で

街
路
灯
を
整
備

　
　
―
―

宝
く
じ
助
成
事
業
で

街
路
灯
を
整
備

　  

―

上
市
川
団
地
―

　
河
川
等
の
環
境
整
備
に
功
績
の

あ
っ
た
団
体
を
県
が
表
彰
す
る
「
環

境
活
動
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
表

彰
」
の
最
優
秀
賞
に
「
五
戸
川
を

き
れ
い
に
す
る
会
（
三
浦
榮
一
会

長
）」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
平
成
10
年
に
設
立
し
て

以
来
、
五
戸
川
河
川
敷
の
清
掃
・

草
刈
り
作
業
や
、
水
質
と
生
物
調

査
を
小
学
校
で
実
施
す
る
な
ど
、

五
戸
川
の
自
然
を
残
す
環
境
保
全

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町

を
訪
問
し
た
三
浦
会
長
は
「
幅
広

い
年
代
の
住
民
活
動
が
評
価
さ
れ

た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
応
援

を
頂
き
な
が
ら
頑
張
り
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
９
回
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン

ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会
（
２
月
20
、

21
日
・
横
浜
市
）
で
、
五
戸
小
学

校
金
管
バ
ン
ド
部
が
講
評
者
特
別

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
２
年
連
続

の
同
賞
受
賞
に
児
童
や
父
母
ら
は

喜
び
に
沸
い
て
い
ま
す
。

　
３
〜
６
年
生
37
人
で
編
成
し
た

五
戸
小
金
管
バ
ン
ド
は
、
「Toys

〜
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
世
界
」
を

演
奏
し
、
審
査
員
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
ま
し
た
。
役
場
を
訪
れ
た

同
部
の
佐
藤
風
花
部
長
は
「
練
習

で
は
難
し
か
っ
た
高
い
音
を
本
番

で
出
せ
た
。
賞
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、

み
ん
な
で
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
だ
。

す
ご
く
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　平成16年から、町の医院・歯科医院・薬局と商店街を結ぶ「ちんち
んバス」は、「街の足」として定着してきました。今回、町が正会員
として加入したため、３月１日より従来の循環路線を役場庁舎も通る
路線に延長しました。
　このバスのさらなる定着を目的として、運行を応援していただける
会員・サポーターの募集をしています。また、広く町内の皆様からの
ご支援を頂き「いつまでも続くバス」の運営を目指すため、町内の
医院・歯科医院・薬局などに募金箱を設置しました。皆様からのご支
援をお待ちしております。

※４月１日から南部バス「五戸庁舎線」
が廃止となりますので、今後は「ちん
ちんバス」をご利用ください。

●連絡先　五戸循環バス運営委員会事務局
　　　　　（田中医院内）ＴＥＬ ６１－１１５５

「ちんちんバス」「ちんちんバス」が役場経由で運行開始！



修学旅行生の民泊受け入れの様子

!0

募
集

自

衛

官

募

集

税
金

土
地
・
家
屋
価
格
等
の
縦
覧

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各

種

免

許

試

験

五戸町スポーツクラブ会員募集グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム 会 員 募 集

　五戸町スポーツクラブでは、平成22年
度新規会員を募集しています。体験入会
も随時実施していますので、ぜひお問い
合わせください。
●募集種目　サッカー、ソフトテニス、
　野球、バスケットボール、陸上競技
□問 スポーツクラブ事務局

7五戸町スポーツ振興公社
℡ 62－2301　FAX 62－2365
http://www.gonohe-sports-club.com

青森県最低工賃改正

　青森県最低工賃（男子・婦
人既製服製造業）が平成22年
４月１日から改正となります。
※詳細はホームページをご覧
　ください。
　（http://www.aomori.plb.go.jp）
□問 青森労働局　賃金室

℡ 017 ― 734－4114
FAX 017 ― 734 ― 5821

図書館  新システム
さらに便利になりました

　自宅のパソコンや携帯電話から、図
書の予約や、自分の貸出状況を確認で
きます。
　あらかじめパスワードの申請が必要
になりますので、詳しくは図書館まで
お問い合わせください。
●申請受付　４月１日（木）～
□問 町図書館℡ 61 ― 1040

一緒にグリーン・ツーリズム受け入れを始めませんか？
　「ごのへグリーン・ツーリズム研究会」は、新たに「青森ごの
へグリーン・ツーリズム協議会」として発足します。当協議会
では、農家民泊や体験受け入れ等ができる方を募集しています。
修学旅行生の民泊や、日帰りイベント（農作業体験・郷土料理
・伝統工芸・文化の体験）などを通じて都市と農村の交流をし
ながら、一緒に地域づくりを楽しみましょう。興味のある方は
役場農林課へご連絡ください。

 当町での状況
　昨年は、農家民泊３件、山ぶど

う収穫、梅干し作り、味噌作り、

裂き織り作り、門松作りなどの体

験メニューを開催しました。

□問 役場農林課　℡ 62 ― 2111
 　内線264

情報ステーション

●
募
集
種
目

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

●
受
験
資
格

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
28
歳
未
満
の
大
学
院
修
士
（
技

術
幹
部
候
補
生
は
理
学
・
工
学

修
士
）
学
位
取
得
（
見
込
み
）
者

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
大
卒

　（
見
込
み
）
者

●
受
付
期
間

　
平
成
22
年
４
月
１
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
５
月
10
日（
月
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
22
年
５
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
16
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
八
戸
地
域
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
川
村
菊
之
蔵
℡
62 

│ 

２
７
９
１

　
中
川
原
良
治
℡
62 

│ 

４
３
０
１

　
小
泉
　
昌
明
℡
62 

│ 

５
４
９
１

　
橋
向
　
党
子
℡
77 

│ 

３
１
５
１

　
古
川
　
　
茂
℡
77 

│ 

３
１
７
０

　
川
h
　
孝
光
℡
68 

│ 

２
５
５
６

　
7
安
全
衛
生
技
術
試
験
協
会
東

北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、

各
種
免
許
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
の
種
類

ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
ラ
イ
ー
溶

接
士
、
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
、
ク

レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
、

移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
揚

貨
装
置
運
転
士
、
発
破
技
士
、

ガ
ス
溶
接
作
業
主
任
者
、
林
業

架
線
作
業
主
任
者
、
衛
生
管
理

者
、
高
圧
室
内
作
業
主
任
者
、

エ
ッ
ク
ス
線
作
業
主
任
者
、
ガ

ン
マ
線
透
過
写
真
撮
影
作
業
主

任
者
、
潜
水
士

※
試
験
日
程
な
ど
の
詳
細
は
左
記
へ

□問
東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
２
３ 

│ 

23 

│ 

３
１
８
１

　http://w
w

w
.exam

.or.jp/

　
平
成
22
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
日
時

平
成
22
年
４
月
１
日（
木
）か
ら

５
月
31
日（
月
）ま
で
の
平
日

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

●
縦
覧
で
き
る
方

・
納
税
義
務
者

・
納
税
管
理
者（
印
鑑
が
必
要
）

・
代
理
人（
印
鑑
、委
任
状
が
必
要
）

●
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
℡
62 

│ 

２
１
１
１

　
内
線
１
２
６
・
１
２
７

http://w
w

w
.m

od.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/



浄化槽を正しく使いましょう

町職員等の昼休み時間の変更について

　平成22年４月１日から、町役場と各施設の職員等の
昼休み時間が変更となりますので、お知らせします。

変更前：　正午～午後０時45分
変更後：　正午～午後１時

※役場の開庁時間は午前８時15分から午後５時で、
変更ありません。昼休み時間中の窓口対応は、これ
までどおり行いますので、ご利用ください。 
□問  役場総務課　℡ 62-2111　内線213

!1

「五戸町ケーブルテレビ事業」のご案内

　町では、「町内どの地域でも良好な地上デ
ジタルテレビ放送を視聴できる」環境を実現
するため、ケーブルテレビ事業を実施します。
利用料金は月額300円（年額3,600円）です。
今、加入申込を頂きますと、ケーブル引込工
事を無料で実施します。詳しい資料および加
入申込書は４月１日から下記の場所に配置し
ますので、ぜひご加入ください。なお、自治
会に加入している方には加入申込書等を毎戸
配布しています。

●資料および加入申込書配置場所

役場庁舎・各支所、五戸総合病院、町立公
民館、五戸ドーム、町内コンビニ４店舗

※申込書等は町ホームページからもダウンロード

できます（http://www.town.gonohe.aomori.jp）。

　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を
浄化するため、適正な管理が必要です。その
ため、浄化槽法では次のことが義務付けられ
ています。

①定期的な保守点検
②年１回の清掃
③法定検査の受検（使用開始後および年１回）

　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、
本来の浄化槽機能が十分発揮されているかを
判定するもので、社団法人青森県浄化槽検査
センター（℡ 017－726－9500）が行います。
　また、浄化槽の使用開始時や廃止時、所有
者の変更時などには、八戸環境管理事務所
（℡ 0178－51－1900）への届出が必要です。

□問 役場建設課（上下水道班）
℡ 62－2111　内線252、253

コ

ー

ル
　
　  

サ
ー
ン
キ
ュ

２年間の任期で委嘱された保健協力員

お

知
ら
せ

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

五

戸

町

保

健

協

力

員

Ｎ
Ｔ
Ｔ
発
行
の
電
話
帳
を

配
達
・
回
収
し
ま
す

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
の

鳴
ら
し
方
に
つ
い
て

情報ステーション

　
保
健
協
力
員
は
、
町
で
実
施
し

て
い
る
各
種
検
診
・
予
防
接
種
な

ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

町
民
に
趣
旨
普
及
を
図
り
、
地
域

に
お
け
る
健
康
問
題
等
に
つ
い
て

は
、
情
報
を
集
め
て
町
へ
連
絡
す

る
な
ど
、
町
の
健
康
相
談
や
町
民

総
合
健
診
な
ど
各
種
事
業
へ
協
力

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
妊
婦
が
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
健
師

の
訪
問
指
導
を
要
す
る
方
へ
保
健

師
を
紹
介
す
る
な
ど
、
町
の
母
子

保
健
事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
保
健
協
力
員
は
地

域
住
民
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め

の
様
々
な
活
動
を
推
進
し
、
住
民

の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
町
民

と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
大

事
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
保
健
協
力
員
は
各
自
治
会
か
ら

推
薦
さ
れ
、
現
在
、
五
戸
町
内
で

１
９
９
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

各
自
治
会
内
の
保
健
協
力
員
の
名

前
を
知
り
た
い
場
合
に
は
、
３
月

中
旬
に
自
治
会
を
通
じ
て
各
家
庭

に
配
達
さ
れ
た
「
五
戸
町
健
康
診

査
等
の
お
知
ら
せ
（
五
戸
町
保
健

協
力
員
名
簿
）」
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
名
簿
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

http://www.town.gonohe.aom
ori.jp/

05_m
achi/kenshin/kenshin-H21.pdf

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
３
５

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

を
各
家
庭
・
事
業
所
へ
配
達
し
ま

す
。
そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
は
配

達
員
へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
で
は
、
回
収
し
た
古
い
電
話
帳

か
ら
新
し
い
電
話
帳
を
作
る
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
配
達

員
に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ

た
場
合
、
後
日
改
め
て
伺
い
ま
す

の
で
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
１
２
０
│
５
０
６
│
３
０
９

　
消
防
署･

消
防
団
で
は
、
平
成

19
年
８
月
か
ら
消
防
車
の
サ
イ
レ

ン
の
鳴
ら
し
方
を
次
の
よ
う
に
運

営
し
て
い
ま
す
。

●
火
災
の
場
合

　
「
ウ
ー
ウ
ー
・
カ
ン
・
カ
ン
・

カ
ン
」
と
サ
イ
レ
ン
音
と
鐘
を

交
互
に
鳴
ら
し
て
走
り
ま
す
。

●
交
通
事
故
な
ど
の
救
助
や
、
救

急
車
の
応
援
の
場
合

　
「
ウ
ー
ウ
ー
」
と
サ
イ
レ
ン
音

だ
け
で
走
り
ま
す
。

□問
五
戸
消
防
署
℡
62 

│ 

３
１
４
０



!2
この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

上郷村立農業補習学校養鶏飼育場
左から二代倉澤平治右衛門、道地忠八、
東長五郎、三浦梧楼（校長・五戸出身）
田向初三郎（明治３９年５月２５日写）

村民有志が並んでの落成記念

八戸警察署五戸分署の署員（明治４０年１０月庁舎前）

家
宝
と
し
て
残
る
三
浦
大
介
像
の
香
爐

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，５４６人　（－１５）

　女　１０，２６９人　（－１４）

総人口１９，８１５人　（－２９）

世帯数１６，９８７世帯（＋１）

平成22年３月１日現在

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０
３
９
－
１
５
１
３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２
１
－
１

TEL０
１
７
８
－
６
２
－
２
１
１
１
　
FAX０

１
７
８
－
６
２
－
６
３
１
７
　
M
AIL

soum
u＠
tow
n.gonohe.aom

ori.jp　
http://w

w
w
.tow
n.gonohe.aom

ori.jp
広
報

№182

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
③

　
三
伝
の
香
爐
、百
三
年
前
の
五
戸
署
な
ど
」

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

・
田
中
舘
公
男
さ
ん
か
ら

　
20
万
円

①
三
伝
の
香
爐

　
上
大
町
野
月
の
三
浦
伝
七
家
に

残
る
香
爐
（
香
を
た
く
た
め
の
器
）

は
三
浦
大
介
義
明
像
の
形
を
し
て

い
る
。
由
来
や
年
代
は
不
明
で
あ

る
が
、
先
祖
は
三
浦
半
島
の
三
浦

一
族
と
関
係
あ
る
ら
し
い
と
口
伝

さ
れ
る
。

　
三
浦
家
に
は
、
明
治
３
年
秋
、

会
津
藩
主
松
平
容
大
（
幼
名
慶
三

郎
）
が
３
か
月
寄
寓
し
た
ほ
か
、

明
治
９
年
と
14
年
の
２
回
、
明
治

天
皇
が
東
北
ご
巡
幸
の
際
、
お
休

み
に
な
っ
た
家
柄
で
あ
る
。

②
切
谷
内
小
の
落
成
式

　
同
校
は
明
治
９
年
４
月
９
日
開

校
、
そ
れ
か
ら
２
回
ほ
ど
移
転
し

明
治
33
年
10
月
１
日
待
望
の
二
階

建
校
舎
が
完
成
、
翌
34
年
７
月
25

日
、
地
元
住
民
の
祝
福
に
よ
り
、

落
成
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
着
工
当
時
の
校
長
に
は
林
茂
樹

（
林
建
五
戸
小
16
代
校
長
の
父
）、

続
い
て
完
成
時
は
三
浦
梧
楼
（
三

浦
茂
雄
・
五
戸
小
19
代
校
長
の
父
）

が
務
め
た
。
共
に
会
津
藩
士
の
子

孫
で
あ
っ
た
。

③
百
三
年
前
の
五
戸
署

　
八
戸
警
察
署
五
戸
出
張
所
が
出

来
た
の
は
明
治
８
年
、
い
ろ
い
ろ

な
曲
折
が
あ
っ
て
今
な
お
続
い
て

い
る
。
最
初
、
新
町
の
一
角
に
数

人
の
お
ま
わ
り
さ
ん
で
ス
タ
ー
ト
、

木
造
二
階
建
て
の
庁
舎
だ
っ
た
。

　
昭
和
33
年
２
月
、
五
戸
駅
前
に

木
造
一
部
二
階
建
て
の
庁
舎
が
完

成
、
現
在
に
至
る
。

　
写
真
は
百
三
年
前
の
お
ま
わ
り

さ
ん
８
人
。
地
方
の
方
々
の
人
命

と
財
産
を
守
り
続
け
て
き
た
。

④
倉
澤
弥
太
郎

　
会
津
藩
士
倉
澤
平
治
右
衛
門
は

明
治
３
年
、
五
戸
中
ノ
沢
で
倉
澤

塾
を
開
設
、
青
少
年
教
育
に
力
を

入
れ
、
水
準
を
盛
り
上
げ
た
。
平

治
右
衛
門
の
長
男
弥
太
郎
は
27
歳

で
上
郷
村
ほ
か
八
か
村
の
戸
長
を

務
め
、
明
治
23
年
４
月
か
ら
上
郷

村
初
代
村
長
を
９
年
間
務
め
る
。

　
し
か
し
、
父
病
気
の
た
め
退
職
。

そ
の
後
、
34
年
に
は
二
代
平
治
右

衛
門
を
襲
名
、
再
び
上
郷
村
四
代

村
長
に
37
年
４
月
就
任
、
45
年
３

月
ま
で
務
め
る
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

こ
う

ろ

こ
う

ろ

こ
う
ろ

き
ぐ
う



※日程は変更になることがあります。詳細については広報・回覧等をご確認ください。

３期 ４期

３期５期４期

4

8

5

6

7

9

10

11

12

年　間　行　事　予　定保存版
月 日 行事名 場　所

なし 軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

町

県

民

税

国

民

健

康

保

険

税

介
護
保
険
料

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金

納　　期

全期 １期

２期 １期

１期

１期１期

２期

２期

３期 ３期 ２期

17日

12・13日

25日

24日～5月5日

下旬

7月～10月

五戸ごみ０運動 町内全域

はつうま
6日 五戸町消防団初午 中央商店街通りほか

上級救命講習会

町長杯争奪町民サッカー大会

スポーツ交流センター

ひばり野公園

31日～8月1日 青森県民体育大会 主会場：五所川原市

上旬 ごのへ夏まつり ひばり野公園

3～5日 五戸まつり 中心街

4日 五戸地方小・中学校親善相撲大会 五戸小学校相撲場

5日 青森県民駅伝競走大会 青森市

10日 町民ソフトテニス大会 ひばり野公園

10・11日 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり 小渡平公園

31日 町民歩こう会 十和田市　奥入瀬渓流

未定 町長と地域住民との懇話会 町内各地域

上旬 普通救命講習会 スポーツ交流センター

27日 五戸町ふれあいスキー教室 八幡平リゾートパノラマスキー場

5～7日 五戸町産業と文化まつり 五戸ドームほか

5～7日 五戸地方農産物品評会 五戸ドーム

19日 町長杯ソフトバレーボール大会 倉石スポーツセンター

26日 フットベース交流大会 五戸ドーム

17日 五戸町戦没者追悼式 町立公民館

26日 町民運動会 ひばり野公園

10日 新春マラソン大会 ひばり野公園

4日 五戸町表彰式・年賀交換会 町立公民館

9日 五戸町成人式 町立公民館

1月～3月 町長杯ソフトボール大会 五戸ドーム

三戸郡総合体育大会 主会場：階上町

五戸地区消防団連合観閲式 中央商店街通り・五戸小学校ほか

春季スポーツまつり ひばり野公園ほか

5月～3月 リフレッシュ健康体操 町立公民館

1日 五戸春まつり 小渡平公園

4日 町民登山 岩手県　三ツ石山

3

2

1 ７期 ４期

４期 ６期

８期

２期



日 記念日等

世界保健デー

行　　事　　等

１

２

３

４

５

６

７

８

木

水

木

金

土

火

月

水

木

火

月

日

金

金

土

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 行政相談 13：30～16：00 倉石温泉

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院
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記念日等日 行　　事　　等

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間

　４/１～５/３１　役場税務課

平成２２年度資産証明書発行開始

　４/１～　　　役場税務課・各支所

河川美化月間

家庭の日

昭和の日

● 移動図書館巡回日 川内・浅田・倉石地区巡回 9：00～14：00
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● ＢＣＧ接種
※７日に予定していたＢＣＧ接種は６日に
　変更になりました

12：20～12：45受付 総合病院

● ３か月児健康診査（２１年１２月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00
　 ６か月児健康相談（２１年８・９月生） 旧地域保健センター12：30～12：50受付
● 人権相談 13：30～15：30 倉石コミュニティセンター

● 狂犬病予防注射 切谷内・蛯川地区巡回
　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 町立公民館10：00～12：00

献血

■９：３０～１１：３０
　やまばと寮

■１３：００～１４：００
　町立公民館

■１４：４０～１６：００
　東北三吉工業㈱

４月１４日（火）

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

２０１０年

平成２２年
月月４４ ごみのない

きれいなまちづくり

■６時３０分～
■雨天決行

春の火災予防運動
4/12（月）～4 /18（日）

2010こどもの読書週間
4 /23（金）～5 /12（水）

春の全国交通安全運動
4/6（火）～4 /15（木）

あなたも参加 わたしもやります 交通安全
  １  子どもと高齢者の交通事故防止
  ２  すべての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
  ３  自転車の安全利用の推進
  ４  飲酒運転の根絶

五戸ごみ０運動
４月１７日（土）

運
動
の
重
点

「消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子」 「たんけんしたいな 本の森」
○寝たばこは絶対にしない。
○ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

「こどもの読書週間」は第５２回
を迎えました。

●こどもに読書を勧め、さらに
大人もこどもの読書の大切さ
を考えましょう。

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近の協力体制を作る。

交通事故死
ゼロを目指す日

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

春
の
火
災
予
防
運
動

● 五戸ごみ０運動  6：30～（雨天決行） 町内全域

● 春季スポーツまつり（～５月５日）
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8:30～ひばり野公園（雨天：29日に順延）

　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8:30～ひばり野公園（雨天：29日に順延）

● ３歳児健康診査（１８年１２月～１９年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

● 狂犬病予防注射 豊間内・浅田地区巡回

● 狂犬病予防注射 上市川地区巡回

● 狂犬病予防注射 倉石地区巡回

12：20～12：45受付 総合病院● 麻しん・風しん混合予防接種

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

春
の
火
災
予
防
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動

２
０
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０
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」
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間

● 春季スポーツまつり
　  五戸地方中学校ソフトテニス大会　8:30～　ひばり野公園（雨天：五戸ドーム）
　  五戸地方子どもサッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸地方卓球大会　　　　　　　　8:30～　五戸中学校体育館

● ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

なし

なし

３
つ
の
対
策

４
つ
の
対
策

こどもの
読書週間

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 行政相談 13：30～16：00 町公民館
● 絵本のへや 10：30～12：00 町図書館

● 五戸地方親善ゲートボール大会  8：30～ 五戸ドーム
● 狂犬病予防注射 倉石地区巡回

● 五戸地区消防団連合観閲式� ８：00観閲 中央商店街通りほか

● 献血 上記参照
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このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 行政相談 13：30～16：00 倉石温泉

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院
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記念日等日 行　　事　　等

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間

　４/１～５/３１　 役場税務課

平成２２年度資産証明書発行開始

　４/１～　 　 　 役場税務課・各支所

河川美化月間

家庭の日

昭和の日

● 移動図書館巡回日 川内・浅田・倉石地区巡回 9：00～14：00
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● ＢＣＧ接種
※７日に予定していたＢＣＧ接種は６日に
　変更になりました

12：20～12：45受付 総合病院

● ３か月児健康診査（２１年１２月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00
　 ６か月児健康相談（２１年８・９月生） 旧地域保健センター12：30～12：50受付
● 人権相談 13：30～15：30 倉石コミュニティセンター

● 狂犬病予防注射 切谷内・蛯川地区巡回
　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 町立公民館10：00～12：00

献血

■９：３０～１１：３０
　やまばと寮

■１３：００～１４：００
　町立公民館

■１４：４０～１６：００
　東北三吉工業㈱

４月１４日（火）

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

２０１０年

平成２２年
月月４４ ごみのない

きれいなまちづくり

■６時３０分～
■雨天決行

春の火災予防運動
4/12（月）～4 /18（日）

2010こどもの読書週間
4 /23（金）～5 /12（水）

春の全国交通安全運動
4/6（火）～4 /15（木）

あなたも参加 わたしもやります 交通安全
  １  子どもと高齢者の交通事故防止
  ２  すべての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
  ３  自転車の安全利用の推進
  ４  飲酒運転の根絶

五戸ごみ０運動
４月１７日（土）

運
動
の
重
点

「消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子」 「たんけんしたいな 本の森」
○寝たばこは絶対にしない。
○ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

「こどもの読書週間」は第５２回
を迎えました。

●こどもに読書を勧め、さらに
大人もこどもの読書の大切さ
を考えましょう。

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近の協力体制を作る。

交通事故死
ゼロを目指す日

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院
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の
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● 五戸ごみ０運動  6：30～（雨天決行） 町内全域

● 春季スポーツまつり（～５月５日）
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8:30～ひばり野公園（雨天：29日に順延）

　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8:30～ひばり野公園（雨天：29日に順延）

● ３歳児健康診査（１８年１２月～１９年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

● 狂犬病予防注射 豊間内・浅田地区巡回

● 狂犬病予防注射 上市川地区巡回

● 狂犬病予防注射 倉石地区巡回

12：20～12：45受付 総合病院● 麻しん・風しん混合予防接種

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回
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● 春季スポーツまつり
　  五戸地方中学校ソフトテニス大会　8:30～　ひばり野公園（雨天：五戸ドーム）
　  五戸地方子どもサッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸地方卓球大会　　　　　　　　8:30～　五戸中学校体育館

● ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

なし

なし

３
つ
の
対
策

４
つ
の
対
策

こどもの
読書週間

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 行政相談 13：30～16：00 町公民館
● 絵本のへや 10：30～12：00 町図書館

● 五戸地方親善ゲートボール大会  8：30～ 五戸ドーム
● 狂犬病予防注射 倉石地区巡回

● 五戸地区消防団連合観閲式� ８：00観閲 中央商店街通りほか

● 献血 上記参照



● 三種混合　　　　　　予防接種

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間　４／１～５／３１　役場税務課�     

不正大麻・けし撲滅運動（～６月）�                    

消費者被害防止月間

水防月間�                     

１

２

３

４

５

６

７

８
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月

火

水

月

日

土

木

火

水

木

金

金

土

日

土

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２０１０年

平成２２年
５月

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

13：30～16：00 倉石温泉● 行政相談

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

町図書館14：00～15：00● おはなし会

総合病院12：20～12：45受付● ＢＣＧ接種

12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

　１０か月児健康相談（２１年６・７月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

２
０
１
０
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

● 五戸春まつり 11：00～14：30 小渡平公園
（雨天：倉石コミュニティセンター）

　 ３か月児健康診査（２２年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

母の日

ノー行事デイ

民生委員・
児童委員の日

● 春季スポーツまつり（～５月５日）
　  五戸地方ミニバスケットボール大会　　　　8:30～　倉石スポーツセンター
　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園

　  三戸郡下中学校ソフトテニス大会　　　　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸うまっこマラソン大会　　　　　　　　8:30～　ひばり野公園
　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園




